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○はじめに
　東北大学は、1907 年（明治 40 年）の建学以来、1 世紀以上の歴史を有する総合大学として、「研

究第一」、「門戸開放」、「実学尊重」の理念を掲げて優れた人材を輩出し、数多くの研究成果を世

に送り出してきました。

　早いもので一昨年 3 月 11 日に起こった東日本大震災の惨禍から 2 年が過ぎました。東北大

学は被災地の中心にあった総合大学として東北の復興のみならず、震災前から停滞感のあった我

が国全体の新生に力を発揮すべき使命があります。昨年 4 月総長に就任する際に掲げた「東北

の復興・日本新生の先導」、「ワールドクラスへの飛躍」の 2 つの目標を着実に遂行していきた

いと思います。

○『ワールドクラスへの飛躍』
　第一に、教育研究レベルの一層の向上を図り、『ワールドクラスへの飛躍』を目指します。まず教育面では、知識を覚えるだけで

はなく、知性を磨き、その知性を社会のために発揮していく ― そのような人材を育てるために必要なリベラルアーツとは何かを

見直します。そして、異なる国籍や専門の人々が集う中で、学際的かつ多様な学びができる環境を整え、優れた語学力とコミュニ

ケーション能力を備えたグローバル社会に対応できる人材を輩出していきます。私達が今回の震災を経験して痛感したことの一つ

は、問題の本質を見抜いて判断を下せる社会のリーダーが決定的に不足していることです。社会の変化を見据えながら、いかにし

て国際的に通用するリーダーを育成するか、現代社会で必要なリベラルアーツとは何か、それをいかにして専門教育と両立させるか、

課外活動などの全人格的な学びの機会をいかにして充実させるか、教養教育の改革など、いずれの課題も最優先で検討していきます。

　次に研究面では、世界を牽引するトップレベルの研究拠点として、先端的・融合的な研究を推進していくと同時に、基盤的な

研究を拡充していきます。研究科や研究所ごとにその現状と課題を分析し、変革の方向性を明確にしたうえで着実な機能強化を

図ります。優れた研究分野をさらに伸ばし、弱点については強化していきます。もとより大学の研究は個人の発想に基づいた

自由研究が基本ですが、国民と社会からの負託を考えていくとき、戦略的なフォーカスも必要となるでしょう。大震災や原発事

故を受けて社会の価値観が大きく変化しつつあることを踏まえ、大学全体として総合的・学際的な視座から人類共通の課題を明

らかにするとともに、その解決のために総力を結集して取り組んでいきます。今年の 4 月には、異分野融合による学際的研究

を開拓・推進するとともに、新たな知と価値を創出していくために「学際科学フロンティア研究所」を整備いたしました。今後も

基礎と実用の研究が共存・融合することによって新たな研究の地平を切り拓いていく、そのような取り組みを強力に推進します。

○『復興・新生の先導』 ～ 東北大学復興アクション
　第二に、『東北復興・日本新生の先導』としての役割を果たしていきます。被災地では復興の兆しが見え始めているものの、

いまだ本格的な復興へのビジョンは描ききれていません。東北大学は被災地の中心にある総合大学として、復興に全力を傾けて

いく使命があります。新しい知を創造し、地域の新生を力強く支援します。産官学の連携を通して新たな産業を興し、雇用を増

やして東北の活性化を図ります。ひいては閉塞感のある日本そのものを牽引する知のエンジン・原動力の役割を果たします。す

でに、震災直後に立ち上げた「東北大学災害復興新生研究機構」の諸活動を通して、「災害科学国際研究所」の新設、「東北メディ

カル・メガバンク機構」の発足、医療関係者を再教育するシステムや地域医療を担う人材を育成する組織の設置、「耐災害 ICT 

研究センター」の発足など、復興・新生へ向けた多様なプロジェクトを推進しています。今後も、オールジャパン、さらにはグ

ローバルに広がる協力体制を構築し、世界の英知を結集してこの難局を乗り越えていく決意です。

○これからの東北大学
　東北大学がその使命を果たし、引き続き人類社会の持続的発展に貢献していくためにも今年度は上記の 2 つを目指すべき方

向性としたビジョンを策定し、それを実行したいと考えています。これは、国内外の動向を展望し、現在に至るまでの本学の強

み・弱みと可能性を見極めて、本学の 5 年後のあるべき姿とその実現の柱となる施策・工程表を定めるものです。

　東北大学は、時代を先取りして未来を創造し、歴史に自らを位置付けることができる存在であると信じます。国内初の女子学

生入学 100 周年という節目を迎えた東北大学が果たすべき使命、取り組むべき活動を皆様にご理解いただき、多くの方々とと

もにその実現に努めることにより、平和で公正な人類社会の発展に貢献していく所存です。
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